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10
月
2
日
に
山
形
県
南
陽

市
役
所
に
て
、沖
郷
地
区
に

お
け
る
地
域
公
共
交
通「
お

き
タ
ク
」に
つ
い
て
、行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

「
お
き
タ
ク
」と
は

沖
郷
地
区
の
全
住
民
で
構

成
す
る「
沖
郷
地
区
地
域
公

共
交
通
運
行
協
議
会
」が
運

営
す
る
定
額
タ
ク
シ
ー
で
す
。

医
療
機
関
・
商
業
施
設
・

金
融
機
関
・
公
共
機
関
な
ど

約
60
カ
所
あ
る「
お
き
タ
ク

の
り
ば
」と「
自
宅
」の
間
を
、

片
道
5
0
0
円
で
タ
ク
シ
ー

が
利
用
で
き
ま
す
。

本
人
が
支
払
う
利
用
料
金

（
片
道
5
0
0
円
）と
運
賃
と

の
差
額
は
、
協
議
会（
地
域

住
民
か
ら
の
負
担
金
一
戸
・

年
2
0
0
円
と
市
補
助
金
）

が
負
担
す
る
仕
組
み
で
す
。

導
入
の
背
景
は

長
年
に
わ
た
り
公
共
交
通

空
白
地
で
あ
っ
た
沖
郷
地
区
。

将
来
に
向
け
て
持
続
可
能

な
公
共
交
通
を
目
指
し
、実

態
調
査
や
実
証
実
験
な
ど
2

年
間
の
検
討
を
重
ね
、令
和

元
年
10
月
に
本
格
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
よ
り
表
彰

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
運
行
し
、そ
れ
を
地
域
全

体
で
支
え
合
う
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、山
形
県
内
で
初

と
な
る「
地
域
公
共
交
通
優

良
団
体
」と
し
て
、国
土
交
通

大
臣
か
ら
表
彰
。

10
月
16
日
に
宮
城
県
石
巻

市
役
所
に
て
、児
童
館
の
運

営
、公
立
幼
稚
園・保
育
所
の

民
営
化
に
つ
い
て
、行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

公
立
幼
稚
園・

保
育
所
の
民
営
化

石
巻
市
で
は
、他
の
自
治

体
と
比
較
し
て
保
育
所
数
が

多
い
こ
と
、公
立
幼
稚
園
の

利
用
者
が
加
速
的
に
減
少
し

て
い
く
こ
と
を
危
惧
し
、
幼

稚
園
単
独
の
存
続
は
困
難
な

こ
と
か
ら
積
極
的
に
民
営
化

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

基
本
計
画「
石
巻
市
子
ど

も
未
来
プ
ラ
ン
」で
は
、
統

合
に
よ
る
子
ど
も
園
化
、民

営
の
子
ど
も
園
を
設
置
す
る

こ
と
を
政
策
決
定
し
ま
し
た
。

児
童
館
の
運
営

公
益
財
団
法
人
セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン(

以
下
S
C
J)

が
、子

ど
も
た
ち
に
呼
び
か
け「
子

ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
」

を
発
足
し
ま
し
た
。

復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
”夢
の
ま
ち
プ

ラ
ン
“を
作
成
し
、地
域
と
連

携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
を
行
い

2
0
1
3
年
12
月
に
石
巻
子

ど
も
セ
ン
タ
ー「
ら
い
つ
」が

完
成
し
、S
C
J
か
ら
石
巻

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

石
巻
の
活
性
化
の
た
め
中

高
生
が
中
心
に
な
っ
て
運
営

し
て
い
く
施
設
、
み
ん
な
が

過
ご
し
や
す
く
、子
ど
も
の

思
い
を
世
界
の
人
た
ち
に
伝

え
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

被
災
地
を
視
察

愛
西
市
で
は
本
年
度
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を

知
る
中
学
生
体
験
学
習
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。本

議
会
で
は
、こ
の
事
業
の
有

効
性
を
知
り
、こ
の
地
域
で

危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
発
生
時
に
お
け
る
対

応
の
必
要
性
を
学
び
ま
し

た
。

石
巻
南
浜
津
波

復
興
祈
念
公
園

石
巻
市
は
、約
4
千
人
の

犠
牲
者
が
集
中
し
た
国
内
最

大
の
被
災
地
で
、特
に
被
災

の
大
き
か
っ
た
南
浜
地
区
は

地
震
・
津
波
・
火
災
お
よ
び

地
盤
沈
下
の
被
害
を
複
合
的

に
受
け
ま
し
た
。

門
脇
小
学
校
は
、津
波
火

災
の
痕
跡
を
残
す
唯
一
の
震

災
遺
構
で
あ
り
、避
難
を
考

え
る
と
き
垂
直
避
難
だ
け
で

は
難
し
い
一
面
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
市
東
日
本

大
震
災
遺
構
伝
承
館

被
災
し
た
気
仙
沼
向
洋
高

校
の
校
舎
に
震
災
伝
承
館
を

加
え
た
施
設
が
令
和
4
年
3

月
10
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

校
舎
は
、海
辺
か
ら
1
5
0

m
に
位
置
し
、13
m
を
超
す

津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、

迅
速
な
避
難
で
誰
一
人
犠
牲

に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
奇

跡
に
近
い
こ
と
で
す
。

被
災
状
況
を
多
く
の
方
々

に
語
り
継
げ
る
施
設
、震
災

の
記
憶
と
教
訓
を
伝
え
る

”目
に
見
え
る
証
“と
し
て
の

伝
承
館
で
す
。

行
政
視
察
で
学
ぶ

建
設
福
祉
委
員
会

被
災
地
を
視
察
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